
の目的：
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知 思 態 時数

合計

対象学年・組 機械科２年Ａ・Ｂ組 教科担任 MA:井手・金澤・古家・堀・鷹羽司・MB:堀・谷田部・大河原・樋口・大塚

教科書
・

副教材

実験の手引き
新版　機械実習１・２

令和５年度　年間授業計画　 田無工科高等学校

教科・科目 工業   実習 単位数 4

科目 工業技術基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力】 【学びに向かう力、人間性等】

教科 工業

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力  】 【学びに向かう力、人間性等】

工業の各分野について体系的・系統的に理
解しているとともに、関連する技術を身に
付けている。

工業に対する課題を発見し、職業人に求め
られる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に
解決する力を身に付けている。

よりよい社会の構築を目指して自ら
学び、工業の発展に主体的かつ協働
的に取り組む態度を身に付けてい
る。

24
～
28

・「実習」の学習を通して、工業の
各分野に共通に必要である基礎的な
知識、技術、態度を実験・実習を通
して習得する意義を理解させる。

【知識・技能】
課題に対して、適切に対応する知識・
技能を身に着けている。
【思考・判断・表現】
課題の内容を分析し、適切に判断して
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に学習に取り組み、他者と協働
して学習する努力をしている。

工業の各分野に関する基礎的な知識と技術
を身につけ、工業の発展と環境・資源など
との調和の取れたものづくりを合理的に計
画し、実際の仕事を適切に処理する技術を
身につけている。

工業技術に関する諸問題の適切な解決をめ
ざして、広い視野からみずから思考し基礎
的な知識と技術を活用して適切に判断し、
その結果を的確に表現し伝える能力を身に
つけている。

工業技術について主体的に興味・関
心を持ち、その改善向上をめざして
意欲的に取り組むとともに、社会の
発展に役立つ技術開発を積極的に学
ぶ態度を身につけている。

指導項目・内容 単元の具体的な指導目標 評価規準

オリエンテーション
「実習」を学ぶにあたって

１クラスを４班編制による、下記４テーマを班毎に
１テーマ６週～７週程度のローテーションで実施する。

３．材料試験

金属材料の機械的性質を理解する為
に、各種試験を実施し、理解する。
①引張り試験②硬さ試験③衝撃試験
④火花試験

【知識・技能】
課題に対して、適切に対応する知識・
技能を身に着けている。
【思考・判断・表現】
課題の内容を分析し、適切に判断して
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に学習に取り組み、他者と協働
して学習する努力をしている。

〇 〇

〇 4

２．フライス盤

豆万力の製作を通じて、フライス盤
の要素作業を学習する。
・平面切削・溝削り・穴あけ・ネジ
立て作業等を習得する。

【知識・技能】
課題に対して、適切に対応する知識・
技能を身に着けている。
【思考・判断・表現】
課題の内容を分析し、適切に判断して
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に学習に取り組み、他者と協働
して学習する努力をしている。

〇 〇〇
24
～
28

24
～
28

１．旋盤

旋盤検定３級部品の製作を通じて、
旋盤の要素作業を学習する。
・テーパ切削・ねじ切り作業・穴ぐ
り作業等を習得する。

【知識・技能】
課題に対して、適切に対応する知識・
技能を身に着けている。
【思考・判断・表現】
課題の内容を分析し、適切に判断して
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に学習に取り組み、他者と協働
して学習する努力をしている。

〇 〇〇

４．電気Ⅱ

電気工事の知識・技能について学習
する。
①ケーブルの処理②器具の配線③3
路回路・四路回路・パイロット回路
④電気工事二種の単位作業を習得す
る。

【知識・技能】
課題に対して、適切に対応する知識・
技能を身に着けている。
【思考・判断・表現】
課題の内容を分析し、適切に判断して
自分の意見を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に学習に取り組み、他者と協働
して学習する努力をしている。

〇 〇〇
24
～
28

定期考査・・・・・実　　施　　せ　　ず
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140


